
図13 異なった光源を用いて栽培した
ワサビの新しく展開した葉のAA含有量の

経日変化（4週間後）
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本研究の目的

ワサビの辛味成分は根茎に多く含まれ、その根茎だけが市販されている。しかし、ワサビの葉にも若干の辛味があり、有用成分であるアスコルビン酸が
多量に含まれていることが知られており、食品としての可能性を多く含んでいる。しかし、萎れやすく市場にはほとんど出回らない。そこで我々は、産学官共
同研究にて、ワサビを葉が付いた状態で店頭に陳列可能とするため、光補償点付近の弱光照射による葉付きワサビ保持栽培システムの開発を進めてい
る。最終的には高級鮨屋や蕎麦屋などには卓上型装置、大手スーパーなどには据え置き装置の供給を目指している。
本研究では葉の鮮度保持に及ぼす光強度（弱光の程度）の影響を調べるため、光強度を4段階に変えて栽培した。また、光質の違いによって、鮮度の保
持期間を伸ばせるのかも検討した。鮮度の指標として、ワサビの葉のアスコルビン酸（以下AAと略記する）含有量と抗酸化活性を測定し、葉の状態変化を
観察した。また、根茎ではワサビの辛味成分の指標となるシニグリン含有量を測定した。

まとめ 光質による違いなし。光補償点付近の照射が
あれば葉の変色を押さえることができる。

一般的な蛍光灯を用いた弱光照射が
ランプ導入代とランニングコストの
低減に有効。12℃以下に設定すれば

葉付きワサビを2週間保持可能。

光環境

水温

葉付きワサビの保持栽培に適した
水温と光環境を明らかにした。
葉付きワサビの保持栽培に適した
水温と光環境を明らかにした。

図15 現在展開中の保持栽培装置 図16 卓上型装置のイメージ図
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図14 異なった光源を用いて栽培した
ワサビの根茎の、開始時と2週間の

シニグリン含有量
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図8 白色蛍光灯の波長分布
と栽培の様子

図9 赤色カラー蛍光灯の波長分布
と栽培の様子

図11 青色カラー蛍光灯の波長分布
と栽培の様子

図10 植物育成用蛍光灯の波長分布
と栽培の様子

図12 異なった光源を用いて栽培した
ワサビの葉のAA含有量の経日変化

図4 異なった光強度下で栽培したワサビの
葉のAA含有量の経日変化

図5 異なった光強度下で栽培したワサビの
葉の抗酸化活性の経日変化
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図7 異なった光強度下で栽培したワサビの根茎の
開始時と2週間後のシニグリン含有量

光強度の影響

図6 異なった光強度下で栽培したワサビの
葉の状態変化（1週間後）

61%

36%

3%

蛍光灯3本区

56%

43%

1%

蛍光灯2本区

46%

47%

7%

35%

34%

31%

蛍光灯1本区 無照射区

図3 水槽を用いた保持栽培の様子図2 人工的に水の流れを作った保持栽培システム

（昨年の報告）
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■ 蛍光灯3つ ▲ 蛍光灯2つ ◆ 蛍光灯1つ ○ 無照射
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光合成で吸収するCO2量と
呼吸で排出するCO2量

図1 光と二酸化炭素吸収の関係

ほぼ釣り合う位置

葉の鮮度を保持させるには
光補償点付近の照射で十分。

結論

光質による違いはない。
しかし、新しく展開した葉では

他の光源に比べ、
アスコルビン酸含有量が
育成用ランプで
有意に高くなった。
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異なるアルファベットはTukeyの検定において、
光源間で有意な差があることを示す（p<0.05)。
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